
 

 

日中ECサイトの相違の分析に基づくデザイン制作支援ツール 
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概要． 日中 ECサイトのデザイン的な特徴を定量的に調査・比較し，それを反映した越境 ECサイト

のデザインツールを開発した．日中それぞれの ECサイトが相手国のユーザを対象として提供しよう

とするときに，相手国の習慣や好みにあわせたサイトデザインにすることで自然に受け入れられ，ビ

ジネス的にも拡大しやすくなると考えた．ツールの使いやすさおよび，作成したサイトデザインが相

手国ユーザにどのように受け入れられるかという観点で，日中双方から 5, 6人ずつの被験者によるサ

イト制作と，3人ずつの被験者によるデザイン評価を行い，一定の有効性を確認した．今後，越境 EC

はますます拡大すると期待されており，本稿に示すようなツールはその発展に貢献すると考える． 

 

1 はじめに 

電子商取引（EC）が急速に成長して国際市場への

越境販売は企業にとって重要なビジネス戦略の一部

となっている[1]．異なる国や地域の消費者に適した

ウェブサイトを提供するためには，各国の文化，言

語，視覚的な嗜好に合ったデザインが重要であろう．

本研究では特に日中の越境販売に着目し，一方の国

の企業が他方の国のユーザに対して EC サイトを提

供するために有効な支援ツールの開発を行う． 

 

2 関連研究 

UI/UXに影響する要素について，Nielsenはユー

ザのニーズや能力，ウェブサイトのデザインに関す

る要因を考慮する必要があると述べ[2]，Coursaris

らは色彩や画像説明文が UX に影響を与え[3]，

Diego らはウェブサイト上の画像数と画像の説明文

の長さが顧客の感情と行動意図に影響を与えること

を指摘している[4]. 

ECサイトに関しては，UIが顧客のユーザビリテ

ィと満足度に大きな影響を与え，サイトの年間収益

にも重要な影響があることが示されている[5] [6] 

[7] [8] [9]. 菊盛等は文化的にカスタマイズされたウ

ェブサイトは現地の消費者にとって情報入手が容易

で，ナビゲーションが使いやすいという結果を示し

[10]，C. Zhu[11]，Singh等[12]はいずれも，企業が

ウェブサイト設計時に現地の文化を考慮すべきと述

べている． 

 

3 日中 ECサイトの比較分析 

日中の人気 EC サイトからそれぞれ 10 個を選択

し，スマホ向けトップページのデザインを分析した． 

3.1 配色 

画像処理ライブラリ OpenCV を用いて， ページ

全体に占める暖色系と寒色系の比率を調査した．従

来の研究においても，これらがユーザの購買意欲に

関係することが示されている[3]． 

結果を表 1に示す．日中いずれのサイトも白が画

面の約 60%を占めるが，中国は暖色系が日本の約 2

倍，寒色系は約 6割である．一見しても，日本のサ

イトは落ち着いて，中国のサイトは派手な印象とな

っている． 

3.2 レイアウトとスクロール 

一般的に，日本サイトはレイアウトが企業によっ

てバラバラだが内容は同じ項目を掲載している傾向

が強く，中国のサイトは，レイアウトはほぼ統一さ

れているが内容は企業によってバラバラな傾向が強

い．ただしセールやお薦めの掲載は多い． 

また，カラムの構成については，日本の EC サイ

トは 80％が 3 カラムを採用し，30％が 2 カラムを

採用している．中国の ECサイトは１，2，3カラム

レイアウトをページ全体で組み合わせて使用してい

るパターンが多く，１カラムに 4つ要素を並べる場

合がある（要素間の空白がない）ことも中国の EC
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表 1. 日中 ECサイトの配色の比較 

 日本 中国 

白 58.5% 63.4% 

暖色系 6.7% 12.6% 

寒色系 3.1% 1.9% 
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サイトの１つ特徴である．画像サイズ，フォントサ

イズ，ヘッダー部分に設置している機能も違いがあ

る． 

日本サイトの 60%は縦スクロールに加え横スク

ロールができるが，中国の EC サイトは縦スクロー

ルのみで，すべて無限スクロール可能である． 

 

4 デザイン制作支援ツール 

日中の中小企業や個人が，相手国のユーザに適し

た EC サイトデザインを簡単に作成できる支援ツー

ルを開発した．前章で分析した両国サイトの特徴に

基づいたテンプレートとコンポーネントを提供し，

デザインの専門知識がなくても要素を選んで組み込

むことができる．設計対象はスマホ画面とした.  

図 1に画面構成を示す．画面左①には，デザイン

テンプレートとコンポーネントが表示され，設計者

が選んだものは画面中央の編集エリア②に表示され，

画像を入れたり文字を修正したりできる．右上③は

制作中のデザインのプレビューボタンである． 

ツールでデザイン制作を完了した画面例を図 2に

示す． 

5 評価 

5.1 ツールのUXについて 

日中の 20〜30 代の男女被験者を対象に，ツール

の使いやすさ，有用性，およびユーザ満足度を評価

した．それぞれの国で 5, 6人の被験者が，自国 EC

サイトの例を参照しながら相手国向けのデザインを，

本ツールを使って作成した. 

アンケートでは，ツールのUIや提供するテンプ

レートや機能はいずれも高評価となった（図 3）． 

5.2 作成したデザインの妥当性 

次に，作成された日中双方のサイトを，相手国の

ユーザが見たときの印象について評価を行った．具

体的には，日本人被験者が中国向けに作成したサイ

トを中国人 3人が閲覧し，中国人が日本向けに作成

したサイトを日本人 3人が確認した．   

結果を見るかぎり，ツールを用いて作成したウェ

ブブサイトのデザインについて，基本的に良い評価

が得られている（図 4），さまざまな種類のサイト制

作に対して同様の結果が得られるかは今後の課題だ

が，相手国のサイトの特徴を反映したデザインツー

ルを用いるというアプローチは有効と考えている． 

 

6 おわりに 

日中 EC サイトのデザイン的な違いに着目して分

析するとともに，それぞれの国の特徴にあったサイ

トのデザインを支援するツールを開発した．ツール

の使いやすさや，ツールを用いて作成したデザイン

の相手国ユーザにとっての妥当性に関し，基本的な

効果を確認した．越境 EC の拡大により，本稿で示

したようなツールの必要性は拡大すると考えている． 
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図 4. 作成されたデザインの妥当性 

 

図 2. デザイン制作完了画面 

 

 
図 1. 画面構成 

 

 

 

図 3. 主なアンケート項目と結果 
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未来ビジョン 
本研究により開発された越境 EC デザイン

ツールは，差異と違いの定義と認識を通じて

各国間の共通理解を深める可能性を秘めてい

る．これは，地域文化の理解を促進し，グロ

ーバル市場における効果的なプレゼンスを築

くためのステップとなるのではないかと考え

る． 

越境 EC によるサイトデザインの支援を通

じて，企業が国際市場に進出しやすくなるこ

とは，企業の国際的なビジネス展開を加速さ

せる．越境 EC が増加する中で，私たちは異

文化理解と共感を深め，ビジネスの可能性を

広げていく．異なる文化と言語，ビジネスプ

ラクティスが絡み合う世界で，精神的な摩擦

や誤解を減少させるチャンスとして本研究を

位置づける． 

未来社会に望むのは，人々が各国の文化，

言語，視覚的な嗜好に配慮し，それをビジネ

スに活かす能力を持つ世界である．そこで本

研究は，その最初の一歩として機能する．テ

クノロジーは橋を架け，異文化間の理解を促

進し，私たちが一つになる機会を提供する．

我々の目指す未来社会は，相互理解と尊重に

よって結ばれた持続可能なビジネス環境の実

現である． 

以上のような取り組みを通じて，このデザ

インツールは，ただの商品展示から文化の交

流へと商取引を変革する．これが私たちがこ

の研究への情熱と労力を注ぎ込む理由であ

り，このビジョンこそが我々の行動を駆り立

てる核心である． 

 

 

 

 


